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明
治
圣
德
記
念
學
會
と
阪
本
是
丸
先
生

―
「
明
治
の
圣
代
を
永
遠
に
記
念
す
る
に
萬
古
不
易
の
眞
理
硏
究
を
以
て
せ
む
と
し
て
起
れ
る
日
本
學
會
」
を
め
ざ
し
て

―

明
治
圣
德
記
念
學
會
事
務
局

　

明
治
圣
德
記
念
學
會
理
事
長
・
國
學
院
大
學
名
誉
教
授 

阪
本
是

丸
先
生
は
、
令
和
三
年
四
月
十
八
日
、
七
十
一
歳
を
一
期
と
し
て
逝

去
さ
れ
た
。

　

先
生
は
、
御
実
父
の
阪
本
健
一
先
生
（
戦
前
は
官
社
の
宮
司
や
地
方

祭
務
官
、
戦
後
は
北
野
天
満
宮
権
宮
司
や
長
門
一
宮
住
吉
神
社
宮
司
等
を
歴

任
さ
れ
、
傍
ら
明
治
神
道
史
研
究
に
先
駆
的
業
績
を
残
さ
れ
た
）
の
学
究

の
志
を
受
け
継
ぎ
、
近
代
神
道
史
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
、
神
道

研
究
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
。
ま

た
神
社
新
報
社
に
、
記
者
・
論
説
主
幹
と
し
て
長
く
関
係
さ
れ
、
皇

室
・
神
社
を
め
ぐ
る
時
事
問
題
に
も
、
常
に
目
を
向
け
て
お
ら
れ
た
。

学
界
・
神
社
界
の
損
失
は
、
計
り
知
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
先
生
の
経
歴
や
学
問
、
大
学
や
神
社
界
に
お
け
る
功
績

に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
多
く
の
方
々
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
単
な
る
「
思
い
出
話
」
で
は
な
く
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、
先

生
と
本
會
と
の
関
わ
り
を
記
し
、
先
生
を
偲
ぶ
縁
と
し
た
い
。
本
會

と
し
て
は
、
む
し
ろ
そ
れ
が
筋
で
あ
ろ
う
し
、
泉
下
の
先
生
も
お
許

し
下
さ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

先
生
に
「
明
治
神
宮
の
創
建
と
聖
徳
記
念
」
と
い
う
小
論
が
あ
る
。

『
神
社
新
報
』
平
成
二
年
八
月
二
十
七
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、

の
ち
に
多
少
加
筆
さ
れ
て
、『
近
代
の
神
社
神
道
』（
弘
文
堂
、
平
成

十
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。

　

先
生
は
、
昭
和
天
皇
の
御
聖
徳
を
記
念
す
る
事
業
を
推
進
す
る
に

際
し
て
、
明
治
神
宮
の
創
建
と
そ
の
御
聖
徳
記
念
の
諸
事
業
に
学
ぶ

べ
き
点
が
多
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
明
治
神
宮
内
苑
の
造
営
を
「
国

民
の
明
治
天
皇
の
ご
聖
徳
を
偲
ぶ
国
民
の
熱
誠
の
賜
物
」、
ま
た
外

追

悼
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価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
行
学
術
書
の
出
版
事
業
（『
校
本
古
訓
古

語
拾
遺
』、
袋
中
著
『
琉
球
神
道
記
』、
設
立
二
十
五
周
年
記
念
論
集
『
日
本

文
化
史
論
纂
』、『
明
治
天
皇
聖
徳
余
光
』
な
ど
）
に
触
れ
、
な
か
で
も

『
神
道
書
籍
目
録
』（
昭
和
十
三
年
）
の
続
編
で
あ
る
『
明
治
・
大
正
・

昭
和
神
道
書
籍
目
録
』
が
、
昭
和
二
十
八
年
、
明
治
神
宮
社
務
所
か

ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
そ
れ
が
「
明
治
天
皇
の
ご

聖
徳
を
宣
揚
す
る
明
治
神
宮
と
し
て
最
適
の
事
業
で
あ
っ
た
」
こ
と

を
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（『
神
社
新
報
』
平
成
二
年
八
月
二
十
七

日
号
）。

　

こ
の
小
論
が
書
か
れ
た
平
成
二
年
は
、
先
生
が
評
議
員
・
編
集
委

員
と
し
て
、
本
會
の
運
営
に
本
格
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
年

で
あ
っ
た
。
殊
更
本
會
の
存
在
に
言
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本

會
に
対
す
る
先
生
の
「
決
意
」
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
先

生
も
小
論
で
引
用
し
て
い
る
、「
財
團
法
人
明
治
圣
德
記
念
學
會
寄

附
行
爲
（
會
則
）」（
大
正
九
年
三
月
）
第
一
条
「
本
會
は
明
治
の
圣
代

を
永
遠
に
記
念
す
る
に
萬
古
不
易
の
眞
理
硏
究
を
以
て
せ
む
と
し
て

起
れ
る
日
本
學
會
」
こ
そ
、
運
営
に
あ
た
っ
て
先
生
が
め
ざ
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
戦
前
の
本
會
を
牽
引
さ
れ
た
加
藤
玄
智
博
士
は
、

先
生
に
と
っ
て
「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
」
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

先
生
は
、
本
會
の
直
接
の
前
身
で
あ
る
加
藤
玄
智
博
士
記
念
學
會

の
頃
か
ら
関
わ
っ
て
お
ら
れ
、「
明
治
初
年
の
神
社
改
正
問
題
―
大

苑
の
造
営
を
「
明
治
天
皇
の
ご
聖
徳
を
偲
ぶ
全
国
民
の
直
接
の
真
心

の
結
晶
」
と
評
価
し
て
い
る
な
か
で
、「
明
治
天
皇
の
ご
聖
徳
を
記

念
す
る
事
業
と
し
て
い
ま
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
も
の
と
し
て
、

本
會
の
存
在
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

　

先
生
は
「
こ
の
学
会
は
、
戦
前
は
官
幣
大
社
明
治
神
宮
と
は
直
接

の
関
係
は
な
か
っ
た
が
、『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
や
各
種
学

術
出
版
物
の
刊
行
、
講
演
会
、
研
修
会
の
開
催
等
の
学
術
・
文
化
活

動
に
よ
っ
て
戦
前
の
学
問
・
文
化
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
」
と
し
、

「
紀
要
は
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
さ
に
「
万
古
不
易
の
真
理
研

究
」
に
ふ
さ
は
し
く
、
学
術
・
文
化
の
進
展
を
願
は
れ
た
明
治
天
皇

の
御
聖
徳
を
記
念
す
る
に
ふ
さ
は
し
い
内
容
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
評阪本是丸先生（神社新報社提供）
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小
神
社
取
調
と
神
宮
御
改
革
―
」（『
神
道
研
究
紀
要
』
第
七
輯
、
昭
和
六

十
年
五
月
、
の
ち
『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究
』〔
岩
波
書
店
、
平
成
六

年
〕
所
収
）
を
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
運
営
に
は
再
発
足
直
後
の
平

成
元
年
十
月
よ
り
関
与
さ
れ
た
。
本
會
に
お
け
る
先
生
の
活
動
は
、

お
よ
そ
次
の
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

第
一
期
は
〈
評
議
員
時
代
〉（
平
成
元
年
十
月
～
平
成
十
三
年
十
月
）

で
あ
る
。
昭
和
六
十
三
年
、
本
會
が
再
発
足
す
る
に
あ
た
り
、
発
展

拡
大
し
て
い
く
た
め
、
神
社
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
分
野
か

ら
役
員
を
選
出
し
、
更
に
新
進
気
鋭
の
学
者
を
評
議
員
に
委
嘱
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
先
生
は
大
原
康
男
・
岡
田
莊
司
・
白
山
芳
太
郎
の

各
先
生
と
と
も
に
、
評
議
員
と
し
て
お
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
ま
た

平
成
二
年
十
月
よ
り
、
常
務
理
事
の
上
田
賢
治
先
生
采
配
の
下
、
編

集
委
員
の
一
人
と
し
て
、
紀
要
の
編
集
を
中
心
と
す
る
本
會
事
業
の

企
画
・
立
案
を
進
め
ら
れ
た
（
た
だ
し
編
集
委
員
は
、
平
成
七
年
六
月
、

「
一
身
上
の
都
合
」
に
よ
り
一
度
退
任
さ
れ
た
。
後
任
は
中
西
正
幸
先
生
）。

　

第
二
期
は
〈
常
務
理
事
時
代
〉（
平
成
十
三
年
十
月
～
平
成
二
十
三
年

十
月
）
で
あ
る
。
平
成
十
三
年
、
先
生
は
上
田
賢
治
先
生
の
後
任
と

し
て
理
事
に
選
任
の
上
、
常
務
理
事
に
就
任
し
、
本
會
運
営
の
面
で

中
心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
年
は
本
會
の
運
営
上
、
画
期
と
な
る
年
で
あ
り
、
本
會
役
員
組

織
の
充
実
を
図
り
、
か
つ
将
来
的
発
展
を
期
す
る
た
め
、
新
た
に
理

事
長
職
が
置
か
れ
た
。
第
一
代
理
事
長
に
は
当
時
、
國
學
院
大
學
学

長
で
あ
っ
た
阿
部
美
哉
先
生
が
就
任
さ
れ
た
。
ま
た
従
来
の
編
集
委

員
会
も
、「
企
画
・
編
集
委
員
会
」
と
名
称
を
変
更
し
、
委
員
も
大

幅
に
増
員
し
た
。
常
務
理
事
と
な
っ
た
先
生
も
、
委
員
の
一
人
と
し

て
復
帰
さ
れ
、
初
め
て
紀
要
に
「
特
集
」
が
組
ま
れ
る
な
ど
（
復
刊

第
三
十
七
号
「
儀
礼
文
化
の
現
在
」）、
現
在
に
繋
が
る
本
會
の
体
制
が

整
備
さ
れ
た
の
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
の
時
期
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
矢
先
、
平
成
十
五
年
十
二
月
、
阿
部
先

生
は
学
長
在
任
の
ま
ま
ご
逝
去
。
翌
年
十
月
、
当
時
、
國
學
院
大
學

学
長
で
あ
っ
た
安
蘇
谷
正
彦
先
生
が
、
第
二
代
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、

先
生
は
引
き
続
き
常
務
理
事
と
し
て
、
本
會
を
牽
引
さ
れ
た
。

　

紀
要
の
内
容
が
刷
新
さ
れ
、
毎
号
「
特
集
」
を
組
み
、
従
来
の
論

文
・
講
演
録
・
翻
刻
の
ほ
か
、
研
究
ノ
ー
ト
や
随
想
、
書
評
、
図
書

紹
介
な
ど
を
掲
載
し
、
年
一
回
の
発
行
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
十
七

年
の
復
刊
第
四
十
三
号
か
ら
で
あ
る
。
復
刊
第
四
十
三
号
の
「
特

集
」
は
、「
近
現
代
の
神
道
・
日
本
文
化
」
で
あ
っ
た
が
、
今
日
ま

で
に
明
治
期
を
中
心
と
し
て
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
さ
ら
に
は
、

宗
教
学
・
民
俗
学
な
ど
の
隣
接
諸
科
学
ま
で
も
包
摂
す
る
幅
広
い
内

容
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

平
成
十
四
年
の
段
階
で
構
想
さ
れ
て
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平

成
十
八
年
、
先
生
が
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て
い
た
國
學
院
大
學
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ
り
、
従
来
の
「
公
開
学
術
講
演

会
」
に
代
わ
っ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
戦
前
の
本
會
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が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
学
術
出
版
物
の
刊
行
に
も
乗
り
出
し
、

平
成
七
年
よ
り
十
一
年
間
に
わ
た
っ
て
紀
要
に
翻
刻
さ
れ
て
き
た

「
三
条
教
則
関
係
資
料
」
を
ま
と
め
、
平
成
十
九
年
、『
三
条
教
則
衍

義
書
資
料
集
』
全
二
巻
（
三
宅
守
常
先
生
編
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

紀
要
を
毎
回
「
特
集
号
」
と
す
る
こ
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

す
る
こ
と
は
、
先
生
の
提
案
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
紀
要
の
特
集
と

有
機
的
に
関
連
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
年
二
回
の
例
会
が
開
催
さ

れ
る
と
い
う
体
制
で
あ
り
、
学
術
出
版
物
の
刊
行
も
含
め
、
戦
前
の

活
動
を
念
頭
に
置
か
れ
て
、
着
実
に
進
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
期
は
〈
理
事
長
時
代
〉（
平
成
二
十
三
年
十
月
～
逝
去
）。
平
成

二
十
三
年
十
月
、
先
生
は
安
蘇
谷
正
彦
先
生
の
後
任
と
し
て
、
第
三

代
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
。
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

先
生
の
役
割
に
変
化
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
基
本
的
に
〈
常
務

理
事
時
代
〉
に
整
備
さ
れ
た
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、
本
會
を
牽
引
し

て
い
か
れ
た
。
た
だ
本
會
の
こ
と
は
、
自
分
が
す
べ
て
責
任
を
持
つ

と
の
覚
悟
で
、
運
営
に
当
た
ら
れ
た
よ
う
に
拝
察
す
る
。

　

こ
の
間
、
本
會
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
激
に
変
化
し
た
。
こ
の
こ

と
を
誰
よ
り
も
把
握
さ
れ
て
い
た
先
生
は
、
大
所
高
所
か
ら
物
事
を

判
断
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
長
く
本
會
の
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め

に
は
、
本
會
自
体
の
現
状
と
、
本
會
を
取
り
巻
い
て
い
る
環
境
の
両

方
を
見
据
え
て
、
運
営
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
、
力
説

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

先
生
は
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
、
國
學
院
大

學
副
学
長
、
神
社
新
報
社
論
説
主
幹
な
ど
、
大
学
・
神
社
界
の
さ
ま

ざ
ま
な
役
職
に
就
か
れ
て
多
忙
を
き
わ
め
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
合

間
を
縫
っ
て
、
時
に
は
國
學
院
大
學
の
研
究
室
で
、
時
に
は
ご
自
宅

で
、
紀
要
の
編
集
や
運
営
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
、
親
身
に
相
談

に
乗
っ
て
頂
い
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
先
生
は
、
再
発
足
直
後
か
ら
ご
逝
去
ま
で
、
本
會
の

運
営
に
関
与
さ
れ
、
一
時
期
を
除
い
て
、
本
會
事
業
の
企
画
・
立
案

に
一
貫
し
て
関
わ
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
運
営
に
あ
た
っ
て
は
裏
方
に

徹
さ
れ
た
面
も
あ
り
、
実
際
、
ど
れ
を
先
生
の
功
績
と
す
る
か
は
難

し
い
。
し
か
し
先
生
は
、
厳
然
と
し
た
存
在
感
・
影
響
力
を
発
揮
し

て
お
り
、
と
り
わ
け
〈
理
事
長
時
代
〉
に
は
、
先
生
の
一
存
で
決
定

し
た
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

先
生
が
本
會
に
関
与
さ
れ
た
三
十
数
年
間
は
、
再
発
足
以
後
の
本

會
の
歴
史
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
長
年
に
わ
た
り

本
會
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
先
生
の
ご
厚
恩
に
感
謝
し
、
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
先
生
が
め
ざ
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
明
治

の
圣
代
を
永
遠
に
記
念
す
る
に
萬
古
不
易
の
眞
理
硏
究
を
以
て
せ
む

と
し
て
起
れ
る
日
本
學
會
」
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
め
ざ
し
、

努
力
し
て
い
き
た
い
。

（
文
責
・
戸
浪
裕
之
）　
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阪
本
是
丸
先
生 

本
會
関
係
業
績

◆
本
會
役
職

平
成
元
年
十
月　
　
　
　

本
會
評
議
員

平
成
二
年
十
月　
　
　
　

兼
本
會
編
集
委
員
（
～
平
成
七
年
六
月
）

平
成
十
三
年
十
月　
　
　

本
會
常
務
理
事
（
兼
企
画
・
編
集
委
員
）

平
成
二
十
三
年
十
月　
　

本
會
理
事
長
（
兼
企
画
・
編
集
委
員
）

◆
論
文
・
講
演
録
等

【
論
文
】「
明
治
初
年
の
神
社
改
正
問
題
―
大
小
神
社
取
調
と
神
宮
御
改
革

―
」（
加
藤
玄
智
博
士
記
念
学
会
誌
『
神
道
研
究
紀
要
』
第
七
輯
、
昭
和

六
十
年
五
月
）

【
論
文
】「
近
世
の
新
嘗
祭
と
そ
の
転
換
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復

刊
第
四
号
、
平
成
三
年
七
月
）

【
講
演
録
】「
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
の
背
景
に
つ
い
て
」（『
明
治
聖
徳
記
念

学
会
紀
要
』
復
刊
第
四
十
一
号
、
平
成
十
七
年
六
月
）
※
平
成
十
七
年
三

月
十
二
日
、
於
明
治
神
宮
社
務
所
講
堂

【
あ
と
が
き
】「
神
道
・
日
本
文
化
研
究
の
新
し
い
地
平
へ
」（『
明
治
聖
徳
記

念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
四
十
三
号
、
平
成
十
七
年
十
一
月
）

【
講
演
録
】「
日
本
人
の
霊
魂
観
と
慰
霊
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復

刊
第
四
十
四
号
、
平
成
十
八
年
十
一
月
）
※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
人
の

霊
魂
観
と
慰
霊
」（
平
成
十
八
年
十
月
二
十
八
日
、
於
明
治
神
宮
参
集
殿
）

討
議
司
会

【
講
演
録
】「
近
代
の
法
制
度
と
神
道
文
化
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』

復
刊
第
四
十
六
号
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
）
※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本

の
法
制
度
と
神
道
文
化
」（
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
日
、
於
國
學
院
大

學
常
磐
松
ホ
ー
ル
）
基
調
講
演
Ⅱ

【
巻
頭
言
】「
教
育
勅
語
の
御
渙
発
百
二
十
年
を
記
念
し
て
」（『
明
治
聖
徳
記

念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
四
十
七
号
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
）

【
あ
と
が
き
】「「
神
社
の
造
営
と
祭
祀
」・「
昭
憲
皇
太
后
崩
御
百
年
」」（『
明

治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
五
十
号
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
）

【
講
演
録
】「
大
正
・
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀

要
』
復
刊
第
五
十
一
号
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
）
※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
大
正
・
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
」（
平
成
二
十
六
年
七
月
十
九
日
、
於

國
學
院
大
學
常
磐
松
ホ
ー
ル
）
討
議
司
会

【
あ
と
が
き
】「
特
集
「
大
正
・
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
」
に
寄
せ
て
」（『
明

治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
五
十
一
号
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
）

【
講
演
録
】「
平
田
国
学
の
幕
末
維
新
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊

第
五
十
五
号
、
平
成
三
十
年
十
一
月
）※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
平
田
国
学
の
幕

末
維
新
」（
平
成
三
十
年
七
月
十
四
日
、
於
明
治
神
宮
参
集
殿
）
コ
メ
ン
ト

◆
講
演
（
紀
要
に
活
字
化
さ
れ
た
も
の
は
除
く
）

講
演
「
岩
倉
具
視
と
近
代
日
本
」（
平
成
十
年
九
月
二
十
六
日
、
於
明
治
神

宮
文
化
館
）


